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B －96   サ～モグラフ ィに ょ う皮膚 温測 足（ 第3 報 ）

－　 咬 ～34-乙に おヽ ける受 身 及び`卸位別平均 咸ﾉ晋温 の変化　 一

丈化す 人 谷政 渡 辺ミテ ■ l豺 律 子,    成嶋 短大附 高　oJt'k ＼f＼真 理 子

回的　 平均 唆膚噛は 従弟 受身 球 寸番't.す 石概 念ヽ マヽヽ めリ,     ま伴 り 卜外 乙の全熱交換 り 解御

には 不可欠 な指標 でヽ ･ある．し ヵヽ し局所的 熱 交積 りmix ラ綿服%n 抑 如 わ りヽU  Z れi'-加t

X,    弁休 部位別 平均 戌膚 温りi 足 し ，まい 班 の跨 村 り 巴様 ず る乙り ヽ.s季 で･ ある と;鳶 わ

れ る.

え 瓜　 温 度1S>.呼t 砧'C り 前蒙にI  k ，次 いで’温度22.,  29パ8 ，31 ， 34- ± aら'C ,  湿 度ﾇ0  ±

＼oX の人 工気候t にこ乙h≫-持 屋守静 を孫 ．た後 の袱校 希 の全 身 サ-  モ ヂラ ムをもい こ，次式

にX   ')全 身 あヽ よ び゙年休 ６分別 皮/^7-$を草μ しf-.，己分 は和 私 領郡 ，|紀幹（ 今分割 ≒ 上

肢（ ら分割 ）, r- 肢(  ら分割)    で'めろ. 被襖 れ ま攻人 々` 手 ぢ名 にo ～ZZ 才）, 近裸体 ．

乙分 平均戌膚 温－C  等温帯 の面積x 等温帯 の申心 蚤度 で）の紙 知ヽ／＆分総 面雌

詣 眠　1. 全 身平均 波崎 温 はこ ～3V と間Z はヽ環境 温棄化3  い こ･7  き平均 ＼.6との割合で-直

韓 的 によ,昇庫 るi^-，発 汗 の認 めう れ&  31 ～?f  乙閉 でり 個休 差 かヽダ,き い

しい 。ヽZ.   頬 兪･ 頚昔叫 各条件 下r 最 高温i   ネ し，躬 幹夥 は平順 に の秀 で` z れに次ぐ．

い 零れも変動ヽﾔは33 ～3.8 'C X. t七数的 小 心 ヽ．3.  r  肢 はも き-c  では最低 温 を, 34-;c -?･ ＼x

頚部に汐ぐill ■/%. をふ し，鄙ふﾅ 最大 の変 動 をホ-f.  よ,肢はzz ～z に でぶ 下肢にﾝ又い で低 温

E ，28,    3にT は最低 温 きふ し凌動 巾は下肢 に次ぐ ．今. 各好位 貳 に^^ ～3 に 間 でヽはよ.昇

芭ネリ ハ31' りヽ に 閉 で`ら よヽ ・ 下肢 はよヽ 祭 £, 顔 面・頚却 ■ 躯 幹部r  剛 び をホ し，発

汗 の影響 吋 叫 にり ヌ に 口 哺t 糸 さ八 れ　^ ．全 身 あヽよt/  部性別や 伺 膚 温り出現峨

t i 昿 °c の温度 ゆi乙X 川H 示 し ，各 平均 皮膚温り冽恚 Å につい て考察 苔加 えrs  ,

B－97 肢体不自由港哨慕冷慮・体温調節機舷に関す^ づだ験
丈化‘々人参政　　〇田村照子　　渡辺ジヶ

目的　 股 体 不碧由者 には理動 障－t. と%  に温 冷感・体温調 節榜 い 面 こ･も障 署を^t る

者ヵ弓 いこと加槌 えう,  松 井 り こよ り指 摘 され てい る. 本 研 免･エ柑服設it  り 立場 か ら,そり

敢 然調 節系(  /ﾀ^ 温・発汗 ）を申/vi`乙すり わ蚤調 節跨 能 の特社 り 巴疆-^  石手4  目的 とず6.

JLii　 袖 梗考 は体格 り近 似 レμ 負髄 蹟|傷・ 下半 身不臼φ|者 ∩{| 氏，31 才，男 幻| ゐヶよび

健 帯右（S  べ，23 利 男 蚤タ各1  名 で，ブ"') - フ，ショ ーV  i< -yツ-  ̂妙羞用.  測恙 手什 は

汰?  tQ らと･の前t にて3o 分苅 崖安静 り 軋 魏

に人－ ．3汐 毎ヽ にio 分間 病児 を行 な ，rc. 測かtB  μノ コ腔温 ，サ ーt  r ラら 伴 動 成少

そ ，脈拍数 ，全 身 および 鄙往 刻り 温冷慮 申告 であi> ．

拉 蓋　1.    口厭温：健 弗 者 ぐS  ) は気温 跡 ～31 °c で士oz  t り凌動i. 示 す の砂 であ るのに

対 し,   不 飢 右者（i  ）は 気温Z'^じ で一0.4-‘ﾝ,   31 t  でヽそ0.に ・,変化 をオヽ しT'.。Z.  体 愛減少

量：s  は 気温エ 拝とメ に増か レ ，31 °c で豚リ ／hrS ホ す^V  ，^     IT) 凌化 は僅少 で引･6 でヽ 5'?.3

a/h心こ巴と.･･ま7      てぃ る． き. ダ ーモク" ラA  ：気 温訪,  ?2'C  のす-  i- グラ 八に おヽい て, $  は

膝 蓋･  足 部 に低温 像 の^  う れ6  一鮫 型 £ ホ す 心 こ対 し,    Y T丿よ同部位rこ薔明 な高湿像*^-貳

現 し，パタ ーン 可法 紅 芭示 レた．今. 7% 埓兆：S か,全身 ほ μ^ － な}^'々慮申告t し,   気温

Z4-'c迄 くに中核β，£児 出 してぃ るのμ対 ら ずは常 に足部 がヽム 半身 よヽり&  I'呻 告 色し ，中

組 糸ヽ に].!}  い 迄 て吻 ず かにI,  うれるの叶 で‘あb.    ぢ．以 礼^･ こおヽ い て湊
μ 攻^ 血 嗜収

鱗 反応 の気除 ，発汗陣 害，棒温 り環 境 温 へのｲ衣存 ，温沙 裾'^ A"レ等お観衆 され ，肢 体不 ≪

由遭 μ健 常 右に比 で明 う 々ヽに体温調 節考 能 引＆下かあ^  乙考 えべうれ^.




